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TANABE　Ta螢otsu
　　　　　　　コ
som搬撮re
1《Tout　commence　en　myst量que　et　finit　en　po1圭tique》　（P6guy）．　Dans　cette
acception　de王）6guy，　nous　voulons　dire　que　Pascal　est　esseRtiellement《myst圭que》，
car圭1　apPela圭t　toujours　en　t6moignage　ses　exp6rier・ces　r6ellement　v邑cues　pour
fonder　bien　1’authenticit6　de　sa　pens6e．　Toutes　ses　r益flexions　sont　accompagn6es　de
▽ives　6motions　qui　y　correspondent　exactement．　Pascal　est　d’une　nature　path6tique
eて　6motive；et　de　p工us，　ii　est　afflig色，　depuis　son　adolescence，　d’une　maladie　longue
et　douleureuse，　　qui　lu圭　affecte　beaucoup　ie　caractさre　et　董ui　rend　王a　conception　plus
apProfondie．　II　a　profit6　de　ses　peines　et　de　ses　douleuys　pour　en　faire　1’offrande
aD｛eu，　et　par　Ia　mさme，　pour　s’assimiier註」6sus　qui　souffre．　Nous　essay◎ns
d’合tudier　et　d璽analyserユes　deux　docume就s《mystiques》，tr邑s　pr6cieux，　de　Pasca｝：le
M勧moriαl　et　le　Mystere　deルs錫s．　Remarquons　que　dans　le　Mystbre，　Pascal　se
tourne　vers　J6sus　en　agonie，　avec　le　crainte　et　le　tremblement，　m6d孟te　sur　sa
Passion　et　avoue　une　p6aite貸ce　s6vさre，　Ia《contritlon》a　Ia　manibre　de　Saint－Cyran．
Au　po圭nt　de　vue　de　里a　communion　avec　notre　Seigneur，　on　pourrait　r圭dentifier
aux　grands　mystiques　chr6t圭ens，　com．me　saint　Jean　de　la　Croix，　saiDte　Therese
d’Avila，　mais　il　nous　semble　entendre，　particuliさrement　chez　工ui，　un　ton　plus
saisissant．　Ne　pourrions－nous　supPoser　de獄que　la　doctrine　aussi　rigor圭ste　de
Sa圭nt．．．－Cyran　a墨t　teint色まes圭d益es　de　Pascal　de　cette㍗ 《ombre》vertigineuse　P
185
序 論
　『すべては，mystiqueのうちに初まり，すべてはpolitiqueのうちに終る』というのは，
余りにもよく知られたペギーの命題であるが馬かれは，この印象的な二語を用いて，的確に価値
と反価値とを定義してみせた。グニエル・アレヴィーも欝うように（e｝，もともと《politique》は
「堕落」の別名ではなかったのであるが，ペギーにとっては，「心の張り（forces　de　senti－
ments）」　の感じられないものは，なんら重んじられなかったのである。ところで，「弁証学」
（apolog6tiqUe）とは，もともと他に対して旛己の真価を弁胆するという語源的意味＠πoλoγ≦α
一 「弁護・防禦」）を持っているのであるから，その内容は，弁明の理論とテクニックを中心とす
るものであり，従って，何より《poヱitique》の性質をになっていると言うことができる。歴
史的に見ても，神学はこうした弁証学的整｝三格を多分に帯びて発展してきたのであったし，キリス
1・教の真理性を教外の世界に対して弁護するために，常にその時代の尖端的思想等を積極的に援
用し，他宗教や諸哲学との対質，聖書の宣教内容の優越についての具体的説贋等を通して，自召
の正統性の主張をうかび上らせることに努力してきたのであった。パスカルの「パンセ」も，そ
の本質が「護教論4である以上，こうした弁証学的特性を濃厚に示していることは当然であり，
読看を唯一の異理へとみちびこうとして作者がつくしているさまざまな文体的技巧の独創性，み
ごとな芸術的工夫の一衝については，単に実践学・応用学の問題としてのみでも十分入念な攻究
にあたいすることは，既に指摘されてきたところであり（’a｝，事実，丈体，語彙，また草稿原取の読
み方，断章の配列といつた分野で多くのすぐれた研究成果が発表されている通りである（‘｝，しか
し，そうした文献学的考証，文体論的接近等のいわゆるr実証的方法」がいかに精緻をきわめて
すべてを明快に解きつくすかと見えても，真のパスカルはそこから完余にはみ出しているのであ
る。なぜなら，パスカルの本質は何より，ペギーふうのrミスチック」であつたからであり，燗
人の精神の内興において体験きれ，文宇通りに盤きられたこの異常な「心の張り」の強き，グァ
ルディー二のいわゆる《une　puissaBce　stimulante》（5）を見逃して，「火」のパスカルはとら
えることができないからである。
　パスカルの頻用した用語が，17世紀の諸思想家とほとんど同睡類のものであることとか（a），かれ
の「パンセ」の材料が大￥モンテーニュからの借用であることとかが論証されたとしても，この
ことは少しもパスカルの価縫を疑しめるものではない。」．E．ダンジュも既に，パスカルと岡時
代，もしくはかれに先立つ護数論者の著作とかれの思想とを比較研究したのち結論したようにω
　　　　　　　　　どユイツサンス
パスカルの独自盤と「力強さ」ははるかに他を凌駕しているのである。宗教や哲学，申でも宗教
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は何よりr生命の事柄」　（Sache　des　Lebens）であるとすれば，その中撚的役割を果し・，かつ，
究極的意昧づけを与えるものとして，生きられた生命の事突，常に躍動する主捧的生命休験が必
ずその裏づけとして要求される。「ミスチツク」とはあくまで，こうした「生ける生命意識」，
「主体的生命意識」の強度の緊張感として把握されねばならないと言いうるであろうω。それゆ
え護教論者としてのパスカルは，魂の深みにおいて臨ら邸き求める　（chercher　en　96missant）
パスカル，十字架上の神の藩難と内的主体的に共感しあい，幽己の諮悩の霊的慧昧を冥想と体験
のうちに祈り求めるパスカルによって，常に裏飼から支えられていること，あるいははるかに超
えられていることを，今一渡思い起しておきたい。
　かつてヘプディングは，パスカル生誕三蕎年の機会に「パスカルとキエルケゴール」と1、、う題
でこの二人の詞質的な思想家の比較対照をこころみたことがあり即その気質，性格，その知的傾
向，その儂仰等々いくつかの項鼠のもとにそれぞれの特長が緻密に分析して，発挙された。しか
し，このようなテーマをとり上げる揚含，吉満義彦氏も轡われたように，「問題はこれらの伝記
的乃歪思想的歴史的立場の類似対照よりは，これらの木質的キリスト者実存のπ1に笑存者的苦悩
のうちに指摘きれるべき」であった（9｝。そのキエルケゴールにとっては，パスカルの本質的意脈
は，かれの思想の独剣性を計量評価したり，「パンセ」に註解を付したりする，教授たちや牧会
者たちによって麿過きれている所の㈱，i！ill行者（ascさte）としての姿のうちにきわまることを，日
記中に記しているC’D　oアンチ・クリストの最大なる者と欝ってよいニーチエが深くパスカルの思想
に共鳴し，「わたしはパスカルをほとんど愛している」とまで倍臼したのも麟，かれが自ら主体の
書悩を通して信仰の諸課題を考えぬこうとしたこと，かれにおいて宗教の弁詳li三は傭人の実存の深
曝よりなされる一つの訴えであったことにもとずく。ニーチエは，キリスト教の信仰を「十宇架
にかけられた神」という絶対の逆説に対する戦漂の中に晃ていた㈹。この戦傑感を，パスカルは白
らの一身において表白しつつあったと雷いうる。r弁護士が語る時には，1ノばしばかれの話す内
容よりも，話し方によって説得しようとすることが多い。パスカルにおいて，わたしたちを引き
ずりこむものは，パスカルその入である。かれは，自らが燃えていたからこそ，わたしたちを燃
やすのである。』⑯この「心の張り」乃翌「火の熱さ」のゆえに，わたしたちは先ず，パスヵルを侮よ
りペギーふうのミスチツクQ＄として規定することからはじめたい。パスカルは，わたしたちを
《instruire》するより先に先ず《配hauffer》する（’㌔成る程，かれは「パンセ」の執筆にあ
たり，一般の人々，特に不僑者にも十分理解の行き籟くように，知的・感情的面で深い配応をも
って，いわゆる『自然の光に従って』輌できるだけ明快に・秩序立てて叙述しようとした。しかし
かれの全文章の背後に，単なるポレミックやアポロジーの熱情だけではない，貝体的な感動がた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　187
えたられていることを見失うべきではない。ラフユマ版「パンセ」第二部　　《Notes　person－
nelles》㈹に集められた断章の持っているのと同じ熱い感動の波が弁証論の部分をもひたしてい
るのである。「パンセ」は，rメモリアル」や1擁エスのミステール」との連関を離れて読むこ
とができないのである。
　ところで．ミスチックについての研究と雷う場合，近代の多くの宗教心理学的立場では「様々
な宗教的経験の諸現象の，病理学的側面を記述し，命名する押だけに終ることが多い。また，用心
深い偏見のゆえに，神秘主義を最初から（ブUンデルの表現によれば）「パトスとパルテモスでし
かないもの」すなわち「本能の逆上する熱気，あらゆる種類の感情の錯乱が肉体の幌惚と地獄的
な歓喜」をもたらしたものとしか考えられず㈱，その本質にひそむ内的生活の本原的な衝追力，
創造性・独自性を生み出す天才の源泉を認めることができない入たちが少くない。ここで，この小
論が濤ざそうとするのは，無論そうした神秘主義的現象のパスカルにおける一特殊事例の報告で
はない。一人の現実の人聞として，かれが個入の自発的な精神の営為によって，受難の苦悩とミ
ステールに参与しようとした愛の「形而上的情熱の強烈さ！，そこから胚胎した　apolog色tique
執筆への内なる衝動の意味にアクセントをおいてみようとするものである。くりかえして欝うな
らば，ここで言うミスチックとは，ハKラーふうの「人聞の人格性が分解・崩壊し，神性の無限
なる一に没入する神交通の一形式」の記述ではなくitt｝，絶対他者を前1こした魂の根源的おののき
を積極的に意識しつつ，これを自らの苦悩と霊的渇望の極めて鮮烈・多感な表現に託して外に表
わして行く在り方の独自な形態を見定めようとするものである。また，この小論は，パスカルが
　　　　　　　　　　　　　　　　　スウルス
抱いていたヴaジオンの特性を，その源泉との関速において明確にするため，とくにサン・シラ
ン，アウグスチヌスよりかれが継承したイメージの性格を見きわめ，それがかれの思想にどのよ
うな，陰窮を添えているかを限定しようとする一連の小さな研究の序論的位置を占めるものであ
るea。
　スクンマンは，ミスチックとしてのパスカルが，もっとも樟大な神秘家たちにも劣らぬことを
言い，かれは特に胱惚状態に陥っナこり，幻影を冤たりすることもなかった，むしろ完全に覚めて
推論を進める冷静な幾何学者であった，ただ，かれはだれにも及びもつかぬ仕方でAエスを知り
愛の秩序に生かされていたという意昧でミスチックなのだと述べている㈱。この「愛の眼」，独
撫な信仰のダイナミズムに生かされたその精神が，臼己の内部に再構成しようとしたci　K－1｝Egeのヴa
ジォンの姓質を，わたしは問題としたいのである。このヴKジオン全体を一貫して流れている悲
痛な調べ，深い魂の戦懐こそ，パスカルが自ら一綱の生ける証人として，また，救世主の受喪1に
文字通りに与ろうとする習行者として，たまたま17椴紀フランスに鰍えられた一つの敬虚の型を
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忠爽に行証し体現した所に自つと浴れt’ttてきたもののように思われる。わたしたちに先ず，今一
度かれの生涯を特長づけている幾つかの具体的例を検討しつつ，サン・シランの霊性を受けとめ
たかれの精神の形成の過程とその顕著で特異な配置とを麗らかにしておきたいと思う。
（舞主）
1．）超’out　commence　en　mystique　et　finit　e・1　politique．　T・ut　c・mmence　par　ta　mystique，　par
tme　myst’ique，　par　sa　（propre）　mystique　et　tout　finjt　par　de　la　politique。》　（Charles　P3guy
　　：　Notve　jettTiesse，　in　《Oeuvres　ell　prose　1909－1914》，　Bib韮ioti“que　de　la　Pleiade，　Gallimard，
　1957，　P．　516．）
　2）　　Daniel　Hal　vy　；P6gκy　et　les　Cahie〆s　de　la　Qt｛i7tiaine，　Grasset，19∬，　p．194．
　3）拙論：1’パスカル｝こおけるimaginationの問題」，京大仏文「フランシァ」第1場，1958，　p．20．
　‘i）文体・語彙については，Dom　M．　Jungo，」。－J．　Demorest，　Th．　Spoerri．など，　textesの読みにつ
いてはZ．Tourneur，　L．　Lafumaなどの例を挙げておきたい。
　5）　Romano　Guardini：　Pαsca♂，　ozt　le　dranie　de　la　coノ・tsCie12Ce　chi’戯θ1〃露θ，6d，　du　Seuil，1953，
P．53．
　6）　」・－E．　　D’Angers；　PascaJ　et　sc・s　｝）rc；cbtrseurs，　Nouvel玉es　6clitions　latineg．，　1954，　p．214－
　233．cf．《　Ce　qu’il　montre　surtout，　c’est　sa　personnalit6　puissante．　Elle　est　celle　d’un
（lialecticien，　sans　doute，　celle　aussi　d’un　psychologue，　mais　su・”tout　celle　d’un　mystique》
（i∂id齢，　P骨　228）　．
　7）吉満義彦．「神秘主義と二・．1一世紀思想」，著作集第4巻・みすず書房，昭：勲27年，p．3－5．
　8）　Harald　H6ffdi簸g：　Pasca／　et　KieTleegaurd，初　　《Etudes　sur　Pascal》，　　Armand　Colin，
1924，P．93－118．
　9）吉満義彦：ドパ．スカル的、鋤惟の性格．1，著作集第3巻，みすず書房，iig和24革，　p．66．
10）Frangois　Mauriacも憲、た，パスカル死後三三’猷年式典席一L．．，『真のパスカルの声は，フロック・コート
をまとったアカデミシアンや教授たちに取り囲まれたこの豪華な儀式の席上において聞かれるべきではなく，
まさに…・入のamiがami　ll語りかけるような1纈系の中でこそ聞かオ．しるべきである』と語っている（拙稿；
「カ♪わi），ぬ入間の・k参めき……パスカル死・後三三蔀誓4F三一．・．、1，朝滑獅雄灘躍莉｝37吃｝三7ノヨ16鐸・P．5参∫擢〉。
　1．1＞　ユ．852向三，　TG，　II：S．276．
　12）　　「ブランデス宛手紙」，1888筆11摺20EI。
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13）　：’・一’チエ：「懇悪の彼姥」（畷S．60f．）参照。氷上英広：9パスカルとニーチエ」，「仏蘭四女学
liJFラ慰」　舞Σ1集，　玄理祉，　旺薩禾鐸23勾三よ　り弓｛ノ三iil。
14）　G。Truc，　cit．　in《Blaise　Pascal　ou　I’ordre　du　coeur》　　de　C．　Bauclouin，　Plo鷺，　1962，
p．165．
15）cf．《Nous　sent・ns　sa（de　P6guy）pr’sence　parmi　n・us．11　e・・est　de　lui，　c・mme　s’；
6tait　vivant，　　tant　qu，il　y　a　en　lui　（玉e　▽ertu　sans　cesse　eff圭ciente，　quj　r6c玉ame，　　de　notre　ame，
a（lh6sion。》　　（Daniel・Rops　：Pが9κy，　P10n，195王，　P．22）．
ユ6）1）ensc；es　fr．283（6d．　Brunschvicg）．この語の読み方については，　Cahiers　de　Royaumont，　Ko　1，
Btaise　Pascal，，」’hoj・nnηe　et　i’oettvre，　d．　de　Minuit，1956，　p．452参照）．
17＞　　｝）enSEeS，　fr．　233．
18）　Pens6es，　a▽ant－pl’OpOs　et　notes　de　L．　Lafuma，．dition　int≦grale，　Delma，　1960，　p．334．－3，14。
19）　Willia撚∫ames　：Varieiies　o／Reti8iozts　Expe？・iences　麟駅，臼本数文社，　昭和37薙，　P．ユ3）．
20）　Henri　S　rouya　．　Le　i｝4」’　ss’tiC　ssMe，　Que　sais－je　2，1956（≠綴尺，臼Z｝〈歓，1沼和33第，　p．　9）　。
2」）　Fr．　Hejler：1）ie　tSedet・ttung　de　A勾s♂漉揖7　die　Weltretigionen，　M縫nchen，1919，　S。6。
22＞拙論：「異端者パスカル」，大阪外国語大学学報第13轡，1963，結論P．72参照。
23）　Jean　S　teinmann　：Les　trois　mtits　de　Pasc2t，　Desc16e　de　Brouwer，1963，　p．10．
（1）
　姉ジルベルトや姪マルグリットの伝記は，嬰児期のパスカルについて幾つかの奇妙な擁揺（奇
病のこと，水の恐怖，魔法使の呪い等）を伝えている。今では半ば伝説的となったこれらの物齋
を精神分析家や心理学者らは好欄の実例として用い，パスカルの麟三格の奄motfvi艶を説朋する
材料にしてきた。もちろん，こうした表面的な心理学的データをいくら列灘してみたところで，莫
のパスカルに近づくことは金く不可能であり，G．トリュクも言うように，『そこからは侮もひき
だせない』のであるが（1｝，ともかく，かれの姓格の一面として《hyperesthE．sie》を指摘すること
は傭かを指示する手がかりになるのであるまいか｛2）。シュヴァリエは，弁護士ドマが残した幼いi・ll
のパスカルの肖檬を眺めながら，煎方をひたと髭すえたかれの隈に，『おどろくべき透徹感』を
見てとり，『ものCとの核心にまで突き進み，素朴な驚きをもってこの核心をつかみ寓そうとす
る眼』と評しているが（3｝，この眼にはただ冷静に環実を分解して観察しようとする含理的知姓の
光が点じられているにすぎないと解釈してはならないのであろう。むしろ，トゥルヌールの挙げ
た，極度に強い感受姓と常に焦趣：＜）ている紳経系が，異常なまでに冴ぎすまされ，礎観的な透徹
力と深まりを宿すこの醸をそなえしめたと考えられる（劾。こうして，パスカルは幼時よ1），とり分
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けて烈しい感動の姓質と，すぐれてパトスに廊かってうち粥かれた魂を一面に拷って生れてき
たのであった。それは，3才の時失った母アントワネットの性質を受けついだのだと言われてい
る｛s｝Q
　わたしたちは先ず第一に，パスカルの性格の重要な一一一一一要素をなす，この感動に胸ってひらかれ
た精神の姿勢を兇すえておきたい。かれが一つのイメージを構想する場禽には，いつもそれを裏
づける現実の感覚的戦藻があったということ，思想はいつも，身体酌な6motまαユを伴って受けと
められ，深い共感ないし同苦の岡蒔的体験の中で営まれていたということを覚えておきたい。純粋
知盤の論理的・思弁的な操作による思想の営みと異なり，生の各瞬醐に起ってくる諸事態に対する
主体のパトス的な感受力の強さがその特長をなしており，思想の内薗的浮彫りを果していると言
える。晦囎の皿が音を立ているのに聞き声を立てている10才のブレーズ，また，4ピエ試験管に
満たされた水銀の上部に残った空所をじっと見つめているブレーズの熱心な瞳に，わたしたちは，
異常なまでに鋭敏に働くかれの感霞の機能をふとうかがい知らしめられる思いがする。サン・タ
ンジユ事件，ノエル神父との論争，さらには後期のプmヴァンシアル論争，「パリの司祭のため
の弁駁書」編纂などに見られる，かれの激將的な行動への献身もこうした感動の盤質と無縁では
ない。これを，r精神病的気質」．の特性である「感激性」（6）ときめつけ，かれを《sur－6motif》
と定義することωはやさしい。しかし，この性質を生れながらにそなえ71　一人の個人の生涯と思
索の中に展闇するドラマの意陳を問うことは，全く鋼の閥題である。
　もちろん，難解な幾何学上の諸課題を解いたり，整然たる物理学の論丈を執筆するパスカルは，
かれ灘身が「もう一つの精神」と響んだ，原理から結論へと花しく移行する知姓の秩序を厳密に
守っている〔s）。しかし，ブランシエがかれのことを　《960m翫re　mystique》と呼んだように｛9｝
かれの内側に確立きれていたこうした幾侮学的秩序，論理的な醗擁と展開のシステムは，今一つ
別な薦のパスカルを決しておおいつくすことがなかった。この二つの要素ともが，かれにおいて
そのまま，完全にr天才の行為｛であった（1％歯痛をこらえ乍らサイクロKドの醐題を解こうと
努力するパスカルの中には，必ずや凄烈な内的薦藤がひそんでいたのにちがいない。幾何学的
秩序のハアモニイは，かれの内奥からかれをゆさぶりつづける感覚の現実盤によって，常に破壊
されようとしていたのである。しかも，かれにおいて生具のこの感動の性質は，病いという異常
な経験によって，さらに一段と深まりをみせるにいたる。病気はおそらく，性的抑制と並んで鯛
人σ）口常的人格性を歪曲させ，新たな特異な内的糸釜験へとさそう最大の契機であると言いうる。
メーヌ・ド・ビランやアミエルの例を挙げるまでもなく，パスカルにおいて病いは，かれの
path6tiqueな性質にさらに一だんと痛烈な悲愴性を帯びきせるにいたった。
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　ジルベルトによれば，かれは，『18才の時以来，1日も苦痛なしにすごしたEiはなかった』位で
あるがh㌧24－5才頃の一一一時期と晩年の数年醐には特に重い疲状に陥っていたらしくうかがわれ
る。ジルベルトの伝えているその記録は，読む者に戦操感を起させるほどにすさ濠じく厳しい。あ
る惣昧では，『’パスカルの生涯も作品も，病いに対するたえざる勝覇¢所産であっic　CPt　o　di人煎外
れて過度に鋭敏な感惟の持ヨ三であり，しかも反雀力も精神の尊大さもだれよりすぐれていたかれ
にとって，わが身を厳しくさいなむ病いの鞭は，まず侮より真先にまったき「不条理」として受
けとめられたことであろう。ところが，かれは『この病いを勇気をもって乗り越えたばかりか，
それをうたった＿またとない聖讃歌の申でその蕃悩をうたい上げたのだ｛’㌔』この讃歌は「病いの
善用を神に願る祈り」の一篇に表現された。崇高な「受蕃」の決意，そこに洩れ出している痛みを
内にたたえた雷葉の烈しさ，わたしたちはそこにも，かれの内面にうずまいていたドラマの激烈
さの反映をふとのぞき兇るような感じがするのである。ともあれ，白然的・肉体的な身に現実に
苛責なく加えられたこの逃れるすべのないF棘」に七転八倒しつつ，その苦悩の底でついにかれ
は1病いこそキリスト者の本来の状態』〔”）と極雷する所にまで達し，『肉体の病いは罰にほかな
らず，霊塊の病いを象徴するものである』㈱と岱白するにいたる。この苦悩をそのままに受け容れ
ることが，恩寵の前に虚心に自分を明け渡す被造者の本来あるべき態度とさとった時，初めてかれ
はこの病いが「霊の病い」を示す…つの表徴として意味をもってきたのであった。苦悩を通しての
霊的平安，蘇しみを経ての歓欝，弱さの申の強さ，病いの中の真の健康という，絶対的な逆説の
莫理性がここではっきり意識され，パスカルのヴィジオンの基本的な性格を形作る。パスカルに
おける《mystique》がこの逆説の持つ緊張を背後に宿していることをあくまで注意しておき
たい。ミスチックー般において，万…なんらかエロス的一体化の危険が予測される場合に，ここ
において所造のになう根源的「破れ」と・恩寵の秩序の絶対的他者性との対立緊張が，具体的な
「病いjという事実を通して・主体的体験的に意識されてきたことを忘れてはならない。この実
存的対立を内面的に関連づけ・この闇に「交通」を可能とする在り方こそ，入絡的獲のアナロギ
ア関係であり，ミスチックとはこの緊張関係を強い磨らの心¢張りをもって受けとめて行く実
践的態度であると言うことができる。ともあれ・パスカルは，病いという自然的な痛苦の象徴す
るほどの苦悩をもってになうべきものが自己の罪ないし人類の原罪一般であり，この苦難を負う
て伸吟する臼己の実存がそのまま十字架上の神の受難を読示するとの自覚に達し，そこでついに
がの唯一の9’受難｝との同苦・共感，イエスとの内的関連，警難を通しての人絡的交わり，霊
的交通の境地にいたったのであった。「医者も癒さない」（描木璽li：的な病いを癒される救掛1主へのま
ったき従順と，霞己の苦悩をささげて十字架上の神の受藩と～致せしめようとする完金な依拠の
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姿勢こそ，パスカルが最後にたどりついた最高の極点であった。「病い」という具体的な体験が，
パスカル本来の激情的性格に火をつけ，ついに神秘的イエスとの蕃難による一致というミスチッ
クの究極的経験にいざなって行ったと言えよう。
　パスカルのドラマとは，相対性が一次的な自己の条件の否定を克服して，提示された新な状況
下に，二次的な相対性の場を，言うならば主体のむしろ能動的・積極的な参加によって，主体性
それ自身の再確立を試みようとする営みの薄烈さを言うものであろう。ここで主体性は，相対性
がより高い次元とのかかわりのもとで再び存立しうる条件を他者との共翻的生の中で兇繊さしめ
られるために，先ず自己存在そのものの否定を自ら実践する映意を持たねばならない。圓心後の
パスカルが妹ジャッ々リーヌの手紙にも報告されているよう1・ごbo，ポール・ロワイヤルの一室で模
範的な修道に励んだこと，パリ移倥後も，厳しい戒律を自らに課してほとんど在俗の修道僧とも
雷うべき敬慶の修行にいそしんだ事実によってもうかがわれるように，かれの冥想の深さはこう
した自己否定の行の痛烈さと切り離しては決して考えられないと言いうる。もちろん，この点で
パスカルはカトリック教会の修道観に忠実に従ったと結論することは容易であるが，ミスチック
の道の完成の対蹴点にこうしたasc6tiqueな訓練が必須であることを兇逃してはならないし，
この実践面での峻烈さに後述するかれの《p瓠itence》　の強さが自らに裏われていることを兇
逃してはならない。この自意識的な修道実践の意味は，決して「功績」繕当ての被虐的修行では
なく，この地上の実存そのものを《un　jour　d’exercice　sur　Ia　terre》㈹と兇，蔭らのになう
罪と苗難に関して《Amesure　que　tu　les　expieras，　tu　les　connaitras》⑲との反省に貫ぬ
かれていた入にとって，自己の状況そのものを自覚的に行証する必然的な在り方であったと雷い
うる鋤。こうして主体性は，否応なく自己の無をあらたにする最終的な姿勢へと，すなわち，絶対
他者の恩寵を無条件に受け入れる受動の態勢へとみちびかれねばならない。被造者の本質的・基
本的な在り方とは，創造主へのまったき随従，人醐が悶有に鋳つすべての精神と感覚とをあげて
他者の恩龍をむかえ入れようとしてとる受動の姿勢につきる。パスカルのム1三涯の歩みは，この根
本的被造者の姿をとるために進められてきたど言えようGそして・以．1二に述べた経験と自己訓練
の結果が，かれの盤れながらに烈しい搬［幅を持つ感情の深いひだの闘に，独特α）1御象」を残し
それらが強烈な現実感を伴っtl　Kメージとなって形成されて行く。常に当の主体e側において，
烈しい痛みと戦櫟を伴いつつ積み：｛Rねられて行くこの生のヴィジオンの厚みの中に，この鷹界
の根底的な矛盾そのものが次第に露呈して来，ついにパスカルにおいてわたしたちを震憾せしめ
る根源的な不在と指示の独肉の擬界縁が構想されて行った。「パンセ1のヴィジオンは，作者そ
の人のミスチックな経験と密接に関連し，これを蕉しく反朕する。わたしたちは，このヴィジオ
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ン形成の途上において，この一きわ深いかげりを添えるに至った要因として，ジャンセニスム
が，なかんずくその純粋な根源であるサン・シランの教えが，なんらかの触発力として影響して
いないかに開心を持とうとするのである。その関係を仔細に検討する前に，パスカルのとってい
る精神のdispositionをもう一度明確に見定めておきたいと思う。その一つの接触点として，
かれが残している二つの貴璽な文献，かれのもっとも直接的・鮮烈な体験を記録した「メモリア
ル」と「イエスのミステール」の分析を試みてみることにしたい。
（言主）
　1）　G．Truc：Pascat，　son　te’nρs　et　le　n6tre，　A闘n　Michel，　p．16．
　2＞　L．Jerphagnon　：Le　Carαct6re　de　Pasca8，　P．　U．　F．，1962，　p．69－117．
　3＞　　J。　Chevalier　：　Pasal，　Plon，　1922　　（朔≦言尺，　養徳祇，　馬雪纐23舟三，　P騨15）　．
　4）　Z．Tourneur　．σ麗Vie　avec　Pascal，　Vrin，1943，　P．9．
　5）　F．T．丘｛．　Fletcher　：PascaZ　and　the　MysticaJ　Tradition，　Basil　BlackweU，　1954，　p．2。
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　6）　　W．　∫ames．　　op．　cit．，　　（非区謬迂，　p。　35）　。
　7）　R．Le　S　elllle　：Trait6　de　Ca〆act　rotogic・，　P，　U．　F．，　p。439．
　8）Pens　es，　fr．1．
　9）　Andr6　Blanchet：La　IVu　it　cle　I　eu　cle　Biαtse　1）ascat，初《La　Litt6rature　et豆e　Spiritue玉》，
Aubier，1960，　p．36，
10）F．T．　H．　Fletcher，（ψ．　cit．，　P．22．
11）　Gilberr　P6rier　：La　Vie　de　Btaise　Pascat．
12）　Jean　Mesnard；Pascal，1’homme　et　l’oet｛．vre，　BoMn，1951，　p．70．
13）　∫。Steinmann　：」Pascal，　Le　Cerf，1951，　p．233－－234．
1－1）　G．P6rier，　op．　clt’．
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16）　　《　IYf夕stbノ’e　de　ノ♂5πε　》，　｝）Eノ・tsがes，　frg　553．
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18）　　《　Le　MtSfnoriag　》・
ユ9）　　《　晦s重醜　de　JGsus　》．
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H．Messeiller，1951，　P．ヱ56）．
（2）
　「メモリアル」と呼ばれる一枚の紙片と羊皮紙が発冤された経緯は，ゲリエ第3均：本ωの中に付
された註解によってもわかるように，まったく奇跡とも言ってよい出来事であった。パスカルの
死後たまたま一入の召使が，故人の胴着の襲地に他の部分よりも厚くなっている所があるのに気
がついたためにほかならなかった。もしこの召使に注意力が欠けていたら，この稀有の体験を伝
えた紙片は永久に失われてしまったにちがいない。1654年11月23｝ヨの夜がなかったならば，パス
カルのドラマはわたしたちの瞬に，もっと違ったβ、うに，おそらくはより感動の度合も薄められて
あらわ言／ずにいなかったであろう。弟の死後，すべての遺稿を受け総いだジルベルト・ペリエは，
この紙片の存在についてまったく知らなかったのにちがいない。少くとも，彼女の著わした伝記
には，この夜のことについて全然触れられていない。スタンマンは，パスカルがおそらく，妹の
ジャックリーヌとポール・ロワイヤルのサングラン師とには打ち開けていたであろうと推測して
いる（2｝。この決定的圓心の箭後，かれがしげしげとジャックリーヌをたずね，傷ついた内心の告臼
をしていることは彼女の手紙によってもうかがわれるい，また，この前後サングラン師の説教が
かれの心に深い刻印をもたらしたことを〔㌔たとえばマルグリット・ペリエなどが書きのこしてい
るからである。この二人とゴレーズの結びつきを考えるならこの想定はほぼ要当とみなされるが，
今わたしたちはその二1ア証をすることはできない。ただ，このi’メモリアル」の体験が，この他い
かなる友人，縁者などにも告白しなかった程の，かれのもっとも内的な・最重要な購件であった
ことを見のがしてはならない。つまり，「メモリアル」は世の好奇心に訴える鰹的で霧かれた文
学作品ではなく，「心の隠れた挺界に属するもの」（3）であり，しかも，「かれの霊的生涯の最高の
極点．押として，後年のかれの敬喫の形式を決定づけた墓本的休験，その心情の醜置の原蕉斐がま
ったくあらわれているのである。
　「メモリアル｝はあらゆる註解を絶するど講われる。それにもかかわらず，これ藪で多くの入
たちがその各行について詳紬な考証と註解を試み，それぞれにパスカルの内爽より洩れる魂の吐
露と自分の実存的心情のリズムとの響鳴を記録してきた。この「メモリアルjに面する時，入は
だれでも，自分の魂をこの赤裸な根源よりの欝葉＋t…一つ…一つの持つ硬さと本質的な透明姓の鋭さの
蔚に否応なくさらさねばならないと欝いうるであろう。ここでパスカルは　1’《ordre　de　eha－
ri捷》　1；　fW／，いて，論ずるのでなく，まきにこの秩序の中に立乳：しめられた感激を涙を流して手
ぱなしで｛1証艮力祈りそのものを億職に表現しているのである。
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　この夜の異様な体験が語っている最大の輿実は何であろうか。まきに，パスカルが生ける神を
直接に知ったということではないであろうか。わたしたちはこの事実を，先ず端的に承認するこ
とからはじめなければならない。メナアルは，この夜の体験がすでに「パンセ」執筆の動機とな
るほどに具体的なものであったことを指摘しているω。この経験の現実携はその薩接的・感覚的で
あったところにあると言いうる。f’　？スチック1は本質的に，無媒介的な直接性の性格をもって
いる。「神と一つにされた一iというその圃有の条件は，「ミスチッグ1のsine　qua　nonであると
欝える。超霞然性が自然性とかかわり合う接点において，こうした鷹接性の感激がもっとも大胆
に告白されねばならない。いかに合理的に，一切を朋快に解きつくし，颯爽とした英姿を晃せる
としても，一切の直接的交渉を拒否する「非神話化」の論理には（8㌧人醐がより高い次元に異体的に
触れた隠に感じる感動やよろこびの表開をまったく受け容れる余地がない。それは，まさに味を
失った塩と欝われるべきであろう。パスカルはここではっきり，神との一体化の歓憲と感激を欝
い表わす。正しい・「健全」なnlysticisn｝e｛9）においては，こうした本来の直接性の生きた歪mo－
tionの表白がかならず菟繊されるはずである。しかも，これと相即的にかならず，より高い次
元・隔絶した他者とのかかわりに入れられた主体の「おそれとおののき」の感じを伴っていなけ
ればならない。レセジャックも，1’mysticismeは，おそれと爽にはじまる」と言っているとお
りである⑲。そして，他鷺の絶対姓・全能性の前に立たしめられることによって，主体がになう
自然的な苦悩や痛みも，被造者が本来的に持つ「欠如」として憲識され，これをおわう恩寵への
深い待望と感謝の祈りとなって盗れ出すにいたるのである。
　さて，「メモリアル」という睡び名に，パスカルが傭人の即象を心覚えに譲1：き留めてわいただ
けのものを想像してはならない。これこそ，根源紛「対話」であり，葭に兇えぬ絶対1他者」を
前にした　《dialogue　myst色rieux　de　Yamee》　なのである。ここには入聞の側からの応答だ
けしか聞えてこないが，その筋にはまさしく，神の現存のリアリティがうかがわれる。パウmが
rからだの濠まであったか，からだを離れてであったか…」と口ごもりながらあの稀有の体験を
告自している1噌晦とll錘じ魂の根底を震憾させる戦櫟がここにも確かに流れているからである。こ
の現存感の確かさカM『パンセ」全体を通じ，思わず読者に閤まいをさそうようなリアルなイメー
ジとなってあらわれていることに注欝しておこう。あの「無限窒閥の永遠の沈黙」G2｝にも，パスカ
ルの懸じ、ていた「おそれ」の種類がうかがわれるpm。それこそ，宇雷的な　《myster銀m　tre－－
mendum》とも雷うべきものであり・この感覚を背後に有しているかぎり，かれの体験を幻覚と
か狂気で片付けることはできず，コンドルセのように「メモリアル」を「お守り」（amulette）と
あざわらうことの浅薄淑ま［鴨一刀両陶1に裁か嚢内Lるのである。ところで，パウL’！がかの恵みを与え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　196
られたことについて，その肉体に刻印されていた1鯨」を自らの痛みとしてささげたように，パ
スカルも激た，その生涯にわたってにないつずけた病いの、￥1悩によって擁められ，低められ，ま
きに被造者の本質的な待機と受容の姿勢をとりうることができたことを言っておくべきであろ
う。この自己の「欠如」意識からこそ，恩籠への期待が生れ，その意識がひときわ深まり強くな
るにつれ，《g瘡ce　efficace》を求める思いは痛切になってくるのである。ともあれ，モーリ
ヤックの書うように，　「パスカルの内なる眼は苦悩の中にいたもう主なる神を兇，その内なる耳
は入聞の忘れてはならない言葉を聞いた轡のであった。
　「メモリアル」の買頭，大きく記された「火践の文字について，トゥルヌールは，儒仰の熱心を
言いあらわすために当時ジヤンセニストたちが用いていた一般的な術語にすぎぬと述べ⑯，H．F．
スチュアートは，詩篇39：3の，「わたしの心はわたしのうちに熱し，思いつずけるほどに火が
燃えた」をふE｝1　kていると指摘しているが、㌔わたしはやはり，ス々ンマンも蕎うように，｝次」
の文字は「神」に対応するものと率直に見ておきたい㈹。「Ptモリアル」の挙皮紙コピィの方には，
《FEV》と大文字で得かれ，その8行下には　《DIEV》の文字が岡じく大文字で繊ており，
この2藷はパスカルの意識において確かに照応し合っていたものとみなされる。当夜書かれた「メ
モリァル」のオリジナルの方には，聖句の引用燗所についての指示は一切付されていない。H．
グーイエは，この夜の体験が聖書を冥想していた最中に起ったものであることを考証している
がの，ジルベルトも述べているように，すべての聖句をそらんじていたかれにとって，《F露V》
として逃ってきた神が，聖樽の中に啓示きれた神にほかならないとの意識は嘉然疑うべからざる
ものであったにちがいない。とにかく，この　《FEV》　の一語こそ，「メモリアル」をミスチ
ック文厭として決定づけるものであるが，この神の実在感覚の確かさが　《i）ieu　sensible　au
coeur》と癬われた意味におけるまさに《coeur》に感じられた神であり，一《sentiment》
の一語はこの意昧である，一それがよろこびと平安　（《joie，　paix》）　に達して行くことに
よってこの経験の正当性が明：瞭に証される。ここで《sentiment》　による　《certitude》の
よろこびが中心テーマをなしていること，しかもこのよろこびが恩寵の決定的な証拠として受け
とめられていることに注意しておこう。《grace　efficace》の第一のあらわれがよろこびである
ことはサン・シランも言っており鱒，イエス・キリストの神が確実に霞己とのかかわりの中に入ら
れたとの感じは，パスカルにわいて実に「よろこびの涙」とまで表現される圧倒的な幸福感とな
って濫れほ｛ているのである。ルツ詔の引用は，「汝の神，かなたの神」であった対象が，「自分の神
一わたしの神Jとなって現実に生きたもうとの儒仰告白を含む。習頭の「火｝から，この「よろ
こびの涙」にいたる各行は，かくして，「アブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神」～一聖書中
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に肉己を啓示された神が趨分自身の神とな1）たもうたという鋤，とどまるを知らぬ歓欝の裏明で
あると言えよう。
　次t／で，藷調は一変して，次の4行はこの神から離れていたことの反省となる。フレッチャー
は，「メモリアル」においてもっとも顕著に出される特長として，「神秘酌合一」を示す言葉の
例にこの個所を挙げているPt“t。パスカルは神と分離状態にあった自分が，再び神との決定的な結び
つきの中に入れられた今，もはや二度と神を失うまいとの願望とおそれとをこめて，この4行を
記したのであった。神を真に知らない時には，神との分離もそれ程痛切に意識に上ってこない
が，生ける神の現存に触れて初めて，パスカルは神と離れることの不安におびえるのである。こ
の不安こそ，ゲアルディニのいわゆる《ie　tragique　de　1’amour》としての不安であり㈱，パス
カルのイメージにあの臨さ・深淵への恐締のおののきを添えしめた原因となったと言いうる。こ
こには，「離れる一1（合tre　S6par6）とか「捨てる」　（quitter）　とかいった語が反復して用い
られ，「メモリアル」の主調音をなす歓蒋の調べの中にも，底流のように不安とおそれの悲痛な
調子がひびいているのである。アヴェの引用している一書によればパスカルは「棄高の幸いは神
を知り，神と永遠に～つであることである3と記していたそうであるigQ。この神との強い一体感
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の裏返しが，神との分離に対する深い恐怖を呼びさまし，メモリアルの～句r永遠に神から離れ
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ることのないように」との切なる祈りとなってほとばしり出る。ダニエルー師は，この「永遠に」
（6terneヱiement）　　という語にこめられたパスカルの深い魂のおののきをうかがえると言つて
いるがL”“，わたしたちはまた，かれが｝蹴終間際に最後に残した言葉《Que　Dieu　m’abandonne
jamais！》　を患いわこしてみることもできるであろう。パスカルの一生を通じて，こうした戦
標感が最後まで支配していたのであり，これこそアウグスチヌスの　《ln　manus　tuas　com－
mendo　spiritum　meum．》をその豪ま受けついだ甕，のであり，また，最後の瞬聞まで《g婚ce
efflcace》の外に捨てられまいとする，サン・シランニジヤンセエスト的なわそれの感情にひた
されていると欝えよう。「メモリアルiというもっとも典型的な紳観体験のただ中に，この悲痛
なトーンが鳴りひびいていることに油恵しておきたい。
　ところで，スタンマンはこの部分を最後まで引きのばしてイエス・キリストの受難に関する冥
想であるとしており鋤，ブレモンは更にこの5行前のマタイ27：46の引用以下を「熱情ほとばしる反
省の祈り」として一括しているが7），わたしは一応，この4行を男廼にし，引用されたmaバネ17：
3の聖句以下に至ってイエス・キリストへの接近がなきれていると考えた方がよいと思う。この
聖句の引用によって，初めて，生ける神を知ることはその神のつかわされた’tエス・キリストを
知ることと切り離せないことが省灘され，次いでイエスの受難が慈1己ともっとも深いかかわりを
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もつことが言い表わされる。ここで，イエスの受難が何より農己自身が直々1こあずかっている所業
であると誌識され，イエスの受難との一体感，いわゆる｛楠イエス・ミスチック」が明白な形で示
＊れるのである。パスカルにおける神秘体験において，子なる神イエスが特に重要な位置を占め
ているのに溌属しておこう。これはベリュルにも通じるキリスト中心的伝統につらなるものであ
るが，何よりパスカル綱人の体験的事実として表白されたものであることは書うまでもない。こ
うして，「メモリアル．1は「パンセ」の中に結舗した「イエスのミステール」の序奏をはるかに
奏でているのであるが，かれが霞己の一身にになった苦難をささげてイエスの受難との一体感・
共感を告白するまでにいたるのは，きらに後のことである。ここではただ，神を知ったよろこび
の中で，まったき神への依拠の姿勢が雷い表わされることによって終る。ミスチックの究極は，
まったく霞己を無にして神の前に完全な自己放棄を果すことである。オリジナルの最後の一行は
《Renonciation　totale　et　douce》で閉じられ，コピィの末尾にはさらに3行が追加きれてい
るが，この3行については疑閥多く，後年書き添えられたものという説開が多い。しかし，晦己
の無化から　《Soumission…一一・》　の告白まではもう一歩であり，わたしたちはだだここで，か
れの完全な謙虚と自己卑下の最終的な姿勢に㈱，神の現存の逆説的な指示をうかがえば足りる。
プティトはベッドに横たわるパスカルを想像しているが，わたしたちはブランシエと共に，ひざ
まついて祈るパスカルの姿をここに思いえがくべきであろうtUl。
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　　「イエスのミステール」の夜は，「メモリアル」の夜と連続している，とスタンマンは欝うω。
ゲッセマネの園のイエスを冥想しつつ，パスカルが一語一諮心をこめて書きとどめたと需われ
る，この稀有の一篇の夜はどのような夜であったのだろうか。フli’　一一ジェールも君うように，　F
この数ページは，まったくmystlqueな姓絡において顕著1であり（2），特にかれの内なる心のふ
るえがそのまま脈打っているような熱っぽさを持っており，交体も自らにアレクサンドラン，内
的リズムをそなえて，一篇の詩に似たたくまざる調べを馨びているようである。もちろん，パス
カルの立っていた点は，いわゆる詩的立場，「詩人的実存1ではなく，厳密にリアルな一点であ
った。しかし，おそらくかれは，孤独な密室の祈りにすごすうち，自ら内に湧いて繊てくる衝動
にうながされるままに，一つ一つの言蘂を自分の肉体において反衡しつつ書きとめて行ったので
あろう。　co1¢re，　supPlice，　tourment，　douieur，　ennui，　abandon，　horreur，　agonie…　と
いった，じかに感藩の浴れ出lwているような，極度に現実の重みをたたえた用語がくりかえし用
いられているのに注意しよう。しかし，ここには，rメモリアル．1の場合のように，一瞬の激情
につき動かされて，ふるえる手でペンを取った時のような，切追した調子は見られないようであ
る（％「イエスのミステール」には，もう少し落ち着いた，魂の深みからの静かな祈りのつぶやき
とも言うべき，平安と静；謙が全篇に漂つているように思われる。多分，さしもに跳梁をきわめた
病いも一時その勢いをとどめ，小康状態にあったのかもしれない。苦悩に身悶えしているような
病者の祈りの烈しい調子はここにはなく，胸の奥底に藩悩の余燈はなおくすぶりつずけていると
しても，ようやく与えられた「新しい光」’‘）の中を歩もうとする人の安らぎと慰めの思いが灰か
に流れているような気がする。
　「イエスのミステールiもまた一つの対話である。パスカルははっきりと日覚めて，苦難の中
のイエスの姿を注視している。　《Je　cro三s．．．，Ce　me　semble．。．》　といった，客観的な評
価と判断を示す旬がちりばめられているのに屠を留めよう。苦しみの中のKエスに対し明らかな
自覚ないし自意識を持った臼己が，その共感と決意を蓑明するのである。これは，kl己を滅却し
て神秘的4Xスの中に融合しようとする薩壕姓のミスチシズムではなく，向ら冷静な絹で孤独と
悲哀の中のKエスを見つめ，そこに自らの独自な体験を表白して行く，いわばアクチヴな・意識
的なミスチックとも欝われるべきものであろう。ここでパスカルが，完全な自意識的決断の上に
立って，イエスを客観視し，その悲痛との間苦を果そうとしている姿勢に濫鼠しておきたい。弟
子たちみなが眠りこけている中で，ただ一人団ざめて祈るKエスと，暗夜孤独な冥想と祈りに傾
樹するパスカルとが，一対一の入格的関係の中に，まったき苦悩のコミュニオンを果すのである。
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ジヤカール氏の欝われるように「17μ寵と1｛目紀が，ゲッセマネとボール・1・ワイヤルが，五1，・
に重なり合った翌のである。こうして自らの苦悩と分裂をとおして，キリスト教の最大の逆説，
救旭主の受難を証しようとするパトスこそ，パスカルのものであり，tfllしぶくようなi”・でエスの
ミステール」の一語一語に，まさしく「真のパスカル（町がミスチックの最深奥の体験の記録が
見廷｛されると’轡えよう。
　「ミステール」は仔細に読み直してみると，ほぼ3つの部分に分けることができる。第1は，
ゲッセマネのイエスの飾痛に深く参入し，その意昧と本質を膚らの最も深い体験において追体験
しようとする部分であり，第2は，この苦悩の中にあって，イエスが直擾入類に向って御自身の
内なる苦衷を会話体で藷られる部分である。この声を，パスカルは自らその内心において，霞己
の間苦の体験の申で聞いていたにちがいない。鰻後の数節は，パスヵル魯身の誓いないし欝臼と
もいうべき個所であり，イエスの呼びかけに対し儒仰告白と証言とをささげていゐ部分である。
この3段階の経過に注意しつつ，「ざステール」を最初から読み返してみる時，一語一語を記す
作者の思いが次第に高潮し，文章もそれに即応した内的リズムを帯びて行くのをうかがうことが
できる。パスカルは最初，まったき孤独の中にいたもうイエスの姿を凝視しようとした。そこに
はおそらく，ポール・ロワ／iヤルに吹き荒ぶ迫害の嵐のさ中，否応なく孤立せしめられ，神の御
前にひとり祇抗する者として立たしめられたかれ憩身の危機的状況が反映していると思われる。
《J6sus　est　seul　sur　la　terre＿，」6sus．．．　dans　un　des　supPllces，　J6sus　sera　ell
ag・nie＿，　Jesus＿　au　milieu　de　ce　d6iaissement　universel＿，　J6sus　dans　1’e麟至＿，
16sus＿dans　les　plus　grandes　peines＿》等々，この異・様なまでに孤独dl悩の1卿献況に
おいて規定されたイエスの姿に，わたしたちはパスカルの烈しい内的鑑闘を読みとるべきであろ
う。この絶対的な悲裏と孤立の中で，かれは神への唯一の鍍近の道が，ついに自分一人になるこ
とにおいてきわまることを告白する（《On　mourra　seu1．．．》）（T）。《ll　faut　s’arracher　de　ses
P王us　proches　et　des　plus　intlmes。》　という雷葉の中1ζも，かれの121　Tu放棄と献身の烈
しきがうかがい知られる（％こうして，神との一休感の中で，神葱へのまったき随順が喬い表わ
されるのである。　「メモリアル1の　《Soum呈ssioll　totale　et　douce　鼓　JSsus℃hrist》
は，「ミステール」のこの部分につらなるはずの言葉であった。ゲッセマネの／エスの懲：難に，
こうして底の底まで共感し切った途端，イエスからの応答がひびいてきたのである。　これが第
2部であり，パスカルは自らの苦しみを捧げて受難の”tエスを必死のEざしで見つめつずけてき
たが，ついにその果てに，かなたよりの御声によって突然転回せしめられ，恩寵の働きを如実に
感じて感謝の涙にくれること1こなる。　イエスの死の理撫が慮己の蕃難ないし，人閥の本質的嬢
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敗そのものと密鍍にかかわり合っていることを知らしめられ，　《Tu　mourras　盛　Ia　：fin＿
Ma圭s　c’est　moi　qui　g漉ris…et　rends　le　corps　irnmortel．．．》と請られるイエスがr友人．
よりももっと近い友人」であることの意味の大きさにうたれ，イエスへの愛の衝追のまま1に，
《Seigneur，　je　v・ous　donne　tout．》と叫ぶのである。最後にかれは，「わたしの傷をかれ
の傷に加え・わたしをかれに結びつけねばならない」とril・｝：いているが，この欝葉こそ，パスカル
の真の願いが臼己の薪悩を通してする・イエスとのコミュニオン，Kエスの受苦との醐苫いわゆる
「／エス・ミスチック」と言われる心的態度を碍ざすものであったことが腿らかである。なお，パ
スカルの聖餐観が疋統的カトリックの教義に忠実に従っていながら，何よりそのリァルな実布を
強調した点に｛9），神祓的・fエスとの交わりにこそかれの臼標があったことを想像しうる。多くの
すぐれた神観家たち，たとえば十字架の聖ヨハネにも幼きKエズスのテレジアにも，主との岡苦
を通じてその受難の秘義に邊ろうとする態度は見られるのであるが，パスカルにおいてもまた，
こうした神観家たちに劣らず，受難の意昧に内的に追ろうとする精神のあり方が見廷捲れるので
ある。ただ，パスカルにおいて，わたしたちは特に，ボーグンが「何かしら烈しいもの・悲痛な
もの」と言ったあの調子｛’e，i暗夜にすさぶ嵐に似た痛切な一つのトーンに気づかずにはおれなr・・
のである。
　ここには，たとえば，十字架の聖ヨハネの「霊の暗夜」（la　Noche　obSCura）に感じられるような，
ほとんど麟然的ともみえる愛のdouceurをうかがうことはできない。もちろん，十宇架の聖ヨハ
ネにおいても，甘美で安易な慮然の道をたどることがその神醜的修行の乃向ではなく，上述した
ように苦しみを通じて主との交わりを実現しようとする願いは度々もらされているのであるが，
その《Poさmes　mystiques》｛11）などを一読しても，たとえば花智と花嫁の愛の対話などまでが比
喩として用いられており，酪然的・感覚的な愛がアナロギアとして豊欝に利用される程親密なも
のであったことが考潅．られる。しかし，パスカルにおいては，こうした愛の慮接牲・感覚嚢1三は厳し
く拒絶されており，神の煎にひざまつく主体の姿勢には厳密な白雛統御が臼らに課され，たとえ
ば「メモリアル」に見られた率礁なよろこびの表明すらも「ミステール」ではまったく消えてい
る糧に，痛切な峻厳な一つの精神の凛轍が明らかに看取される。パスカルの4エスは，「卜「羨な
浄細」でなく，「かれは薪しむことを教えられた押と告白きれる程1こ，徹底的に打たれ、「」「1しめら
れたヂ主の僕塗であった。このイエス像を見ることができたということこそ，逆説的にかれの内
心の苦痛と「帥き」を示唆する。「ミステール1の最後の欝葉が《Fais　donc　P6nitence　pour
tes　p邑ch6s　cach色s．》であったことにも注意したい。かれはここまで掬らの苦悩を主体的・捧験
的に真理を把握する衝迫力，受肉の誠義を自らが「象徴」となることによって証示する道具とし
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て捧げることにより。漿落の深刻さをこの痛烈な「ミスチッグ．；倍1｛三法して表現したのであっ
た◎その背後には，懸己を含めて人類の罪に震憾せしめられる凄烈なレ晦俊」を馨い表凌っす麗の
姿勢がある。ここでわたしは，サン・シランが拠り所としたという《contr玉tion》の立揚を
思い起すのである（1㌔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註）
　　1）　」．Steinmann：Les　trois　nuits　de　Pascal，　op。　cit。，　P．52，
　　2）　Faug＞re，　cit．腕F．　T．正｛．　Flet：cher，　ob．cit。，　p．27．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　ン
　　3）　Marc21　Raymondは，「ミステール」はrメモリアル」に，「その調子において隣り合うもの．｛と老
え，1655銀1月2日以前，おそらく1654集12月前辛に書かれ≠こものと推定しているが，この意箆は妥漁でi・まな
い（cf．　H．　Ba：doui．i，　oヵ。　cit．，　p．75．－76）。やはり，メナアルやラフJ，．マの雷うように，その調子の蕩
さから見て晩鰯のものとする方がよいと慰われる。
4）　　Pensees，　fr．　33？．
　5）F．Jaccard：Btaise　Pascal，　ddfensettr　de　la　yとγづ彰，　op．　cit．，　P．151．
　　6）　《Oti　trouver　vraiment　Pascal？Dafis　le　Mystbre　de　Ies2ts．　Ces　paroles　qu’il　faut　citer
tOUjOUrS，　Si　COnnUeS　S・ient－elleS，　re　Sentez－V・US　pas　paSser　en　elleS　la　mSme　seCrきte　vertU　qUi
atteSte　en　le　mOindre　m・t　deS　myStlqueS　l’aCti・n　de　leUr　Maltre？Le　vra41e　Plus　vrai　PaSCal
est　celui　（lu　Myst’be’e　de窪sπ∫．　》　　　　（Jacqttes　］NEarit：aj：1　：　Riflexions　slti’　Vintell・igence，　｝）aris，　】．924，
P．142）．
　　7）　　Pens6eE，　fr．　　211。
　8）cf．《ll（Blaise）faisait　vo圭r　qu’il　n’avait　aucune　attache　pour　ceux　qu’il　aimait…　il
avait　6crit　：　Il　est　i！ユjuste　qu’on　s’attache　b　rnoi…，　car　je　lle　suis　la　fin　de　personne．》
（Gilberte　P6rier二Y彦e　de　Blaise∫）ascai）　．
9）cf．　Lθ爵es　a　Melie　ROauaez，4，6．
　IO）　　《　…　on　ne　sait　quoi　de　violent　et　de　triste　dont　on　se　sent　9≦n（≦…　　》　　（E．　Bauclin　　：　La
勘ガ1030伽θde　Pascat，6d　la　Bac・nnihre，1947，　t．2，　P．104）．
　11）　St　Jean　de　la　Croix　：Po2mes　躍ソstiqt‘eS，　▽ersion　frangaise　de　Benoit　Lavaud，　collection
des　cahiers　du　Rh6ne，　dd．　la　Baconnihxe，1951。
12）F．Jaccard：Bla£se　PaSCat，　defenseur　de　la　y67膨，　P．155．
13）attrit｛onとcontrition　とは，もともと「罪の悔竣，罪の嫌葱」の意球で詞意語であったが，聖トマ
スにおいて銑に鷹別きれていて，attrition　がな調．．｝』分燈己から脱劫し切っていない愛祷，おそれを交えた簿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2◎4
己愛から生ずるのに対し，contrjtionは，愛（caritas）によって完威される悔改のありかたと鳶えられてい
た。サン・シランは，この　cOntritionの立場こそ真の立場であると信じ，極度に　rigoriste　な主彊をし
た、，
結 論
　パスカルがサン・シランの読書によって受けた影響を正確に隈定するのは，さらに精細な研究
を必要とするが，今わたしはジャカー・ル氏によって次の諸点を指摘しておきたいω。
　カルヴァン派宗教改革に対立して起った反宗教改革においては，何より感覚的なものの聖化に
余力がそそがれた。純粋なカトリック鮒環境においては，たとえば，スペインのテレサのカルメ
ル会にしろ，フランソア・ド・サールにしろ，感情の昂錫と献身の歓警によって神にたどりつく道
が何より一義的に強調された。しかし，「受肉」の観義以夕事に神と人聞をつなぐ道を一切否定した
のが，サン・シランの示した峻厳な狭い遜であった。ポール・caワイアル修道院では，祭壇は極
度に質素なものにまで押しつめられ，情念の奔出は厳しく統御されだ＄｝。奇跡や幻覚に対する批判
も厳正であったと言われる。要するに，ガン・シランの独膚翌1三は，強灘なゆるがぬfermetε，感
覚的な一切の偶然牲の放棄，唯一のリアルな存在の超越姓への依拠，有効なる恩寵といったもの
であった。パスカルにおいて，わたしたちは，感情の要素がどれほどまで重大視され，また，そ
の姓格と生涯を演定づける動照として働いてきたかを知っている。しかし，このサン・シランと
の選逓によって，かれは自然的。感覚的な次元の感情の世界を超え，より超越的な立蜴との関連
において発欝することができるようなった。パスカルが周じポール・ロワイヤルに所属した人々
の中でも，アルノーやニコルのようなeSpritS　raiSOnlleurSよりも，サン・シラン，サングラン，
サシ，バルコスといった人々の　spirituelな流れを掬んでいるといわれるのも，単なる合理的
知性の判断による推論や滝接的な感情体験よ1）も，絶対他者を蘭にした魂の鋭い緊張感と強い道
徳的感覚に支えられた精魯liの型に属しているからである。いわば，リン・シランによって，パス
ヵルはimmanentismeの立場を離れ，　trallscendanceの立場に至ったのだとされる。いわば，
　「かなたの神」を前にした深い魂の櫟えを感じるようになったと言いうるのである。　この精神
の型こそ，パスカルを紀粋カトリツク神学者の思考のパig　一一ンと腿確に分つ一点であり，むしろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ムロプロテスタント
『問題の厳粛さ，断欝内容の朋確な把握，外的黎情を顧慮しないこと』〔2）という抵抗の精神に一
歩近づけるにいたった本質であろうと考えられる。この厳正な態度と，変革のヴァイタリティを生
み鳩す根源への團帰の情熱とω，盟饒な倫理的実践力を伴う「ミスチック」としての内燃する精
神のdy1ユamismeこそ，パスカルを，サン・シランから遠くアウグスチヌスにまで遡る精神の系
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譜の中に位置づけるものであろう。フレッチャーが，　f’パスカルはその特異な体験と生活の聖
さのゆえに，真のキリスト教神秘主義の伝統に属する」（；）｝と書うのも，この意味においてであろ
う。
　さて，わたしたちは，かれの性格と生涯について，その一つ一つのモメントの承す意昧をもう
一度かえりみ，さらにi一メモリアル1と「イエスのミステール」という二つの女献にもとついて
かれのmysticismeの性質を限定してきたQかれの作贔のすべてはこの体験に裏づけられ，事
柄そのもののもたらすこの邉爽性を内在している。揮1心前，祉交生活のむなしさの中で自己の存
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プげニチユ　ド
在のabsenceを痛いように1盛じていたパスカルが（s｝，ヱ1月23　Elの夜以後，　f充実」の現実姓をも
強く実感するにいたった。この「メモリアル」における絶対者の実在感の確かさは，「ミステー
ル」の段階に至り，苗悩を通じてする他者との霊的交わt）の域に遼したのであった。パスカルが
ここまで神秘的体験を深めることができたのは，その身に負うた蕃悩の大いさであると共に，か
れ自身が一欄の苦行者と1ノて自発的積極的な自己修練と厳しい実践を重ねて行ったためである
ことは欝うまでもない。パスカルにおける「ミスチック」の要素は，侮よりこの神秘的イエスと
の霊的交通にきわまるのであり，受肉と照罪の意味に関して1ヨら共感し醐藩することにより，救
琶主の糾意にあずかろうとする強烈な内的訓練の実践力こそ，かれのいわゆる「ドラマ」の本質
をなすものといえよう。パスカルに面する時，わたしが欝に覚えずにおられないあの独自な毅然
たる風貌は実にこの所に原鷹を持っているのである。この精神を築き上げたsources　l欲もちろ
ん，第一に聖護｝：によって教えられたイメージであり，聖：書にもとずいてくりかえされた冥懇であ
ることは言うまでもない。しかし，パスカルがその生涯においてふと交錯した一つの精神が，こ
の所で顕著な類型を示し，岡じ1・　一ンを奏でていることを，わたしたちは見逃すことができな
い。病蕾の蛭構の中で謬1悩の葱味を沈思するパスカルの精神は，必ずやどこかで，ヴァンセンヌ
の石の獄舎の床で祈るその人，サン・シランことジャン・デュヴェルジェ・ド・オラースの精神
と共鳴し合ってきたはずなのである。サン・シランとの出会いが，パスカルにこの深みへの開眠
を契機づけたと想像することはできないであろうか。わたしの次の課題は，サン・シランの諺命
題が，どの地点においてパスカルの求道の避筋と交わり，これにどのような繋りを添え，その精
神の軌跡をどのように導いて行ったかをより仔細に見究めることになるであろう。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（駐）
　　1）　F．∫accard　：Sain・t－Cyran，　pre；cursettr　de　Pasca♂，op．　cit．　p．302－310．
　　2）　ibid。，　p．305．　cf．　《Ainsi玉e　veut　la　doctrine　de　Port－Royal；le　tout　de　l’homme，　c’est
son　n三ant　devant　Dieu，　mais　ce　11ξallt　joint　lt　J、　sus－Christ，　devient　luトm色me　infini…》
（F．Jaccard：Bla・ise　Pascat…，　op．　cit．，　P．155）．
　　3＞　カルヴァンニ　11『欝仰の・手引き」　（邦；訳，新教出版祉，昭洞：i31年，　P．127）．
　　4）　《…　la　mystique　au　contraire，　est　r｝fractaire　h玉a　soCialisation，　il　1’objectivation…　La
mys重ique　est　li　e　il　la　spまritualit5…　La　mystique　est　1，6veil　de　1，espr呈t　dans　1’hommae，　qui
pergoit　mieux　alors　le　1－el　et　de　fagon　plus　profo1｝de　que　1’homme　naturel　ou　simplement
psychique。　La　例ツsti（luθ　e5t　u7ze　viCtoirθsur　J，魂磁de　ci’6認z〃θ…》　　（N｛colas　Berdiaeff　：EsP7it　et
R三al；t5，　Aubier，19・li3，　pp．163，11．65）．
　　5）　F，T．　H．　Flecher，　op．　cit．，　P．151．
　　6）拙論：「パスカル1こおけるabsenceの意宋」，京大仏交「フランシア」第3母，1959．
　　7）その時期は，おそらく16葡一㊨年頃，パスカルが第1の側心後さカ♪んにその手紙を読みはじめた蒋分と
みなされる（H．G・uhier，　cit．　il・z《Pascal　pr　sent》，　G．　de　Bussac，1962）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Le　30　septembre　1964）．
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